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＜連絡事項＞
・ロナセンテープ等の貼る薬剤は、背部に貼付するようにしていきましょう。

＜入室状況＞
【入院】
・大久保　勝也様～東病棟Aユニット14号室に医療保護入院となる。

【転出】
・小林　容子様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Cユニット202号室

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中、奇声発し、他室侵入、迷惑行為あり。早めに開放観察終了とする。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。他患者様がうるさいと不満を話しイライラされている。話しているうちに「盗まれている」と被害的言動あり。12:40不穏時レボトミン(25）1T+トリヘキシフェニジル(2）1T服用。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。全裸のまま走りだし、他者への迷惑行為、介入したスタッフを引っ掻く行為みられている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　　　　
・長根　瞳様～身体拘束中。10:15主治医診察にて両上肢の拘束解除指示あり。10:40 感情失禁あり、リスパダール内用液(2)1P与薬。以降は特に目立った不穏等は見られずに穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・庭野　清隆様～終日隔離中。粗暴さはないが、怒鳴る事や不満訴え続けている。薬は拒否的である。再三の説明にて服薬される。採血はスタッフ3名にて対応している。血糖測定には、拒否あったが再三の説明にて測定。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜患者様情報＞
・庭野　清隆様～持参薬のジャヌビア、アノーロエリプタは翌日の朝から開始。処方済みのアドエアに関しては今夕使用し終了、カルボシステインは6/3まで臨時薬がある為、6/4から持参薬に切り替えて開始するように指示あり。また、スライディングスケールは終了となる。

[bookmark: _GoBack]・大坂　優佳様～主治医よりスマホ使用の許可あり。

＜小栁Dr診察＞
・長根　瞳様～10:15両上肢の拘束解除指示あり。

※他、特記、指示変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年5月29日　13：24
　氏　　名：大久保　勝也　様（おおくぼ　かつや）様
　生年月日：昭和32年2月19日(69歳)
　病　　名：若年性アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　平成28年頃大里脳神経リハビリテーションクリニックで若年性
アルツハイマー型認知症と診断を受けた。生活に支障はなく経過
していたが、令和6年頃からは数ヶ月に一回ペースで徘徊が認めら
れていた。現在までに4回程自身で戻ってこれなくなる時があり、
最終的には警察にも、施設入所させるべきであると言われていた。
その後も、家族が目を離した間に、他者の所有するエンジンがついた
車に乗り込み、更に降ろそうとされても抵抗する事があった。GPSは
つけているが、それでも対応できない程となっていた。また、ここ
2ケ月ほどは今まで楽しみであった入浴も拒否するようになり、保清
の声掛けにも応じなくなっていた。デイサービスでは何とか職員が
対応しているが拒否する事は同様であり、言葉の意味はほぼ通じなく
なっていた。今まで家族が支援し在宅生活を継続していたが限界を
感じ、ケアマネージャーからは施設入所にするとしても徘徊や介護
拒否があることから現時点では困難と言われている。今後は施設入所
を見据えて入院の相談があった。
　上記経過により東病棟Aユニットに医療保護入院となる。
